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　先日，海外からの元気な知人と 70 歳を超える大先
輩の 2 組のご夫婦を，青森・秋田・岩手 3 県にまたが
る十和田八幡平国立公園の八幡平にご案内しました。
八幡平は平坦な山脈で，アスピーテラインや樹海ライ
ンの車道が整備されており，車窓から壮大な山並みや
原生林，さらに雲上世界を観光でき，閉鎖される冬季
を除き多くの観光客で賑っています。
　今回は，山頂付近の八幡沼を見たいとの同行者の強
い希望がありまして，岩手県と秋田県の県境の見返り
峠駐車場より山頂までの約 3 km の登山道を散策する
ことになりました。舗装整備された道とはいいまして
も，高低差約 200 m，今回のパーティ（？）にとりま
して決して楽な行程ではありません。途中，二股の分
岐点では山容を配慮して急峻ではないと予想された左
の灌木の道を選択しました。高度が上がるとともに，
残雪や湖沼が現れ，ショウジョウバカマなどの可憐な
高山植物の花々が温かく迎えてくれました。約 30 分
後，やっとの思いで，オオシラビソの林の中に盛り土
された山頂に立つことができましたが，期待に反し視
界は森林に妨げられた状態で，周囲の木々は以前に比
べて成長したような印象がありました。これは，残雪
の少なさとともに暖冬・地球温暖化の影響かと考えら
れます。
　帰路は八幡沼への道へと進み，がま沼の展望台で周
囲に咲き乱れた花々とともに，源汰森から八幡沼にか
けての素晴らしい眺望を楽しむことができ，全員での
登頂記念撮影を行いました。さらに急な階段状の坂を
下り，先ほどの分岐点を経て，無事駐車場に戻ること
ができました。

　これは，6 月下旬の話で，例年であれば梅雨の最中，
登山などできないはずですが，幸いにも異常気象のせ
いか晴天に恵まれました。地元出身の小生にとりまし
て八幡平は大好きな自慢の山並みで，四季を問わず数
多く足を運んだ場所，いわば裏庭みたいな存在です。
最近はもっぱらドライブのみで山の景色・空気を楽し
んでおり，山頂まで登ったのは 10 数年ぶりのことで
す。山が自然に高くなるはずはありませんので，小生
の体力の減退，日常生活の運動不足，不摂生を実感す
る大登山となりました。この号が読者の皆様に届く頃，
八幡平は美しい黄葉・紅葉の世界に変化しているもの
と思われます。日々の過激な臨床・研究の息抜きとし
て，また体力維持，肥満防止のために，八幡平登山・
観光をお勧めします。
　さて，今月号の綜説は，佐賀大学の金子新・藤山千
里・魚住二郎の各先生共著による「肥満と前立腺癌」
で，ご自身の研究成果とともに，これまでの臨床的・基
礎研究の報告を総括した非常に興味深い論文です。ま
た，手術手技は，近年，再度低侵襲手術の面から注目
されている会陰式前立腺全摘除術で，3 施設の先生よ
りそれぞれのこだわりをもって解説してもらいまし
た。セミナー「新しい手術器械の応用」は，日本医科
大学の近藤幸尋・西村泰司両先生により，泌尿器科手
術において最も頻用されている電気メスの性能から使
用上の注意事項について解説していただきました。さ
らに，原著が 2 編，症例が 4 編で，いずれも力作で
す。 （藤岡知昭）
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